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Yamasaki, S. Oxygen demand and supply in Ziza

nia latifolia and Phragmites australis. 
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伊 藤 至 .水 草 三 題 .千 葉 生 物 誌 37 : 11-14.

内山寛 .広 島 県 に お け る コ タ ヌ キ モ の 新 産 地 .食

虫植物研会誌 39 : 44—45.

太 田 道人 .いたち川の水生植物 .とやまと自然（富 

山市科学文化センター） 10 : 6 - 7  .

大 野 睦 子 .北 九 州 の 植 物 （ 1 2 )ガシャモク.わたし

たちの自然史 Na 27 : 22.

勝俣員伊.北海道北部の食虫植物を探る.食虫植物 

研 会 誌 39 : 20-22.

河合良典.知多半島におけるヒメミミカキグサ、イト 

タヌキモの新発見自生地の観察記録.食虫植 

物 研 会 誌 39 : 22-24.
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桜井善雄.湖岸の植物群落を調べる.私たちの自然 
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Na 315 : 14—15、Na 316 : 16—17.

--------. 水 生 植 物 の 適 応 ^略 .同 上 Na 318 : 16-

17.

下田路子.西条盆地の溜池と水草一新キャンパスとそ 

の周辺部を中心として一広大環境Not13 : 11— 

15.

鶴 舎 博 . 旭 HI地方の水生植物.旭川郷土博物館研 

究報告 Na 18 : 37-56.

冨久保男.用排水路におけるホテイアオイの発生生態 

と 防 除 法 .農 業 技 術 43 : 151-154.

外山雅寛.北海道におけるシロバナミミカキグサの生 

活史 .食虫植物研会誌 39: 6 —10.

------- . 北海道におけるヒメタヌキモの開花期！！.

同上 39 : 10-19.

長井真隆.富山県立山町のタテヤママリモ.遺伝 

42 ( 1 ) : 101-105.

野 原 精 一 • 土谷岳令•岩熊敏夫*白石寛明.河口域に 

おける農薬の動態とハスへの残留性.国立公 

害 研 研 究 報 告 Not114 : 111-124.

藤原陸夫.ヒロハスギナモ北海道に産す.植物地理・ 

分 類 研 究 36 : 16.

本村輝正.ホテイアオイの飼料化 （ 1 )、（ 2 )、（ 3 )、

(4 )、（ 5 )、（ 6 ) . 畜産の研究 42 : 53—58、
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772 — 776.

Kato, R. & T. Fujii. Increase in the activi
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ties of protein kinases under a flower- 

inducing condition in Lemna paucicos- 

tata. Plant Cell Physiol.29 : 85—88.

Kuo, J., K. Aioi & H. Iizumi. Comparative 

leaf structure and its significance in 

Phyllospadix iwatensis Makino. and 

Phyllospadix japonicus Makino ( Zost- 

eraceae). Aquat. Bot. 30 : 169—187.

Suzuki, Y., I. Yamaguchi, N. Murofushi & 

N. Takahashi. Biological conversion of 

benzoic acid in Lemna paucicostata 151 

and its relation to flower induction. 

Plant Cell Physiol.29 : 439-444.

-------- ,-------- , --------- & --------- . Relationship

between flower induction by benzoic acid 

and its metabolism in Lemna paucicos

tata 1 5 1 .Plant Cell P h y sio l.29 : 445 — 

448.

Tanaka, R. & H. Uchiyama. Chromosomes of 

four species of Utricularia in Japan. 

Journ. Jap. Bot. 63 : 219—223.

Tsuchiya, T. Comparative studies on the morpho

logy and leaf life span of floating and 

emerged leaves of Nymphoides peltata

(G m e l.)0. Kuntze. Aquat. Bot. 29 : 

381-386.

抄録 J ・ A q u a t. P la n t Manage. ( V o l . 25, 

J u ly  1987)

今号はJ. Aquat. Plant M anage.の25周年記念 

号となっており、69ページから最終92ページには、これ 

までの会の歴史（会自体は創立27周年）とその間の雑誌 

の内容の変遷について詳しく紹介されている。表紙も 

silver anniversaryということで普段の薄紫色から銀色 

に変えられていたのが印象的であった。

A Model to Describe Growth of the Filamentous 

Alga Pithophora oedogonia (Chlorophyta) in an 

Indiana Lake ( D. F. Spencer, S. W. O’Neal 

and C. A. Lem bi)
インディアナ州の湖で雑草となっている糸状藻類（ jP. 

oedogonia (Mont.) W ittr .)の成長をシミュレート

するコンピューターモデルが作成された0 モデルの基本 

はモノーの式を改良したもので、この式中に、⑴成長を 

制限する栄養塩（チッ素とリン）間の時間的な変動、(2) 

藻類マット下での自己被陰、（3汰雨や風 （ 7 日間の総計） 

によるマットの流失という3つの要因を取り入れた。こ 

の式は、⑴24時間以内に起こる激しい降雨（ 2.5 — 5cm) 

のためのマット流失の予測に対する感受性の低さ、（2>ラ 

ン藻のアレロパシックな影響、そして⑶光制限を引き起 

こす天 候 、に関して限界がある0 このモデルは湖の栄養 

塩濃度を下げる管理計画の効果を事前評価するのに役立 

つ0 湖内のチッ素量を50劣減らすことは、リンの量を同 

じだけ減らすよりも、藻類の大幅な現存量の低下をもた 

らすことが予測された。

Effect of Selected Dyes on the Growth of the 

Filamentous Blue-green Alga, Lyngbya majes- 

cula (B. B. Martin, D. F. Martin and M. J. 

Perez-Curet)

糸 状 ^®、Lyngbya majescula H a rv .(サヤユレモ 

属）の短期的な成長に対する4 種の染色剤（ローズベン 

ガル、メチレンブルー、フタロシアニンテトラサルフオ 

ネイト亜鉛 （ZPS)、エリスロシン）の影響を、ヴァー 

ルブルグ圧力計を用いて測定した。ロー ズべンガルとメ 

チレンブルーは駿素の生成率をそれぞれ43と35洛低下さ 

せ 、ZPSとエリスロシンは約25劣低下させた0 酸素発 

生率の低下は、増 ・ jとして働く染色剤によるシングレッ 

卜酸素の発生によって引き起こされる光反応よって説明 

された0 仮説は増感剤（ローズベンガル，必M )に対す 

るアジ化ナトリウム(IO 4M )の抑制効果という検証に 

よって証明された。おそらく他の染色剤も同じような方 

法で働いており、それらの活性はシングレット酸素を発 

生させる能力と一致している。プラスチック容器に5 g 

の ム majesculaをいれてその成長を野外において測定 

したところ、やはりローズベンガルとメチレンブルーが' 

成 長 （生重の時間的変化）をよく阻害し、2PSとエリ 

スロシンの効果はかなり悪かった0

Nitrogen fixation by Azolla cultured in Nutrient 

Enriched Waters (K.R.Reddy)

栄養塩を添加した排水液で培養したAzolla caroli- 

niana W illd .(アメリカアカウキクサ）の成長能とチッ 

素固定能を温室において測定した。チッ素固定能はアセ
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